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西村桜子 *　杉山京 **　竹本与志人 ***
【研究目的】本研究は、福祉委員を対象に担当地区内において認知症の疑いのある高齢者を発見した場合の相
談先の意向を明らかにすることを目的とした。
【研究方法】A 市の福祉委員 166 名を対象に無記名自記式で回答を求め、統計解析には各調査項目に欠損値の
ない 163 名分のデータを使用した。認知症の疑いのある高齢者を発見した場合の相談先の意向は、クラスター
分析を用いて類型化し、コンボイモデルを用いて模式化した。
【研究結果】クラスター分析の結果、3 つのクラスターが抽出された。第 1 クラスターは「地域包括支援セン
























































　調査期間は 2012（平成 24）年 9 月から 2013（平














人数 （ ％ ）
男性 21 （ 12.9 ）
女性 142 （ 87.1 ）
平均
（標準偏差，範囲）
今期初めて 41 （ 25.2 ）





























21 名（12.9％）、女性は 142 名（87.1％）であり、平
均年齢は 65.5 歳（標準偏差：6.4、範囲：45-93）で
あった。
項目 人数 （ ％ ）
民生委員 134 （ 82.2 ）
地域包括支援センター 113 （ 69.3 ）
認知症かもしれない人の家族 87 （ 53.4 ）
自分以外の福祉委員 75 （ 46.0 ）
総社市役所の介護保険課 39 （ 23.9 ）
あなたの家族 32 （ 19.6 ）
社会福祉協議会 29 （ 17.8 ）
認知症の専門医がいる病院・医院 24 （ 14.7 ）
地域活動支援センター 22 （ 13.5 ）
あなたの近隣の人 20 （ 12.3 ）
福祉事務所 20 （ 12.3 ）
愛育委員 6 （ 3.7 ）
総社市内の一般の病院・医院 5 （ 3.1 ）
居宅介護支援事業所 3 （ 1.8 ）
総社市外の一般の病院・医院 3 （ 1.8 ）
警察 3 （ 1.8 ）
特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設） 2 （ 1.2 ）
デイサービスセンター 2 （ 1.2 ）
認知症グループホーム 2 （ 1.2 ）
介護老人保健施設 1 （ 0.6 ）
小規模多機能型施設 0 （ 0.0 ）




















生委員」の 2 つの機関等で構成されていた。第 2 ク
ラスターは「自分以外の福祉委員」、「認知症かもし



























項目 人数 （ ％ ）
特別養護老人ホ ム（介護老人福祉施設） （ ）ー 2 1.3
介護老人保健施設 1 （ 0.6 ）
デイサービスセンター 2 （ 1.3 ）
居宅介護支援事業所 3 （ 1.9 ）
認知症グループホーム 2 （ 1.3 ）
A市外の一般の病院・医院 3 （ 1.9 ）
警察 3 （ 1.9 ）
A市内の一般の病院・医院 5 （ 3.2 ）
愛育委員 6 （ 3.8 ）
あなたの近隣の人 18 （ 11.5 ）
福祉事務所（福祉課） 20 （ 12 8 ）.
地域活動支援センター 22 （ 14.1 ）
認知症の専門医がいる病院・医院 23 （ 14.7 ）
社会福祉協議会 27 （ 17.3 ）
A市役所の介護保険課 38 （ 24.4 ）
自分の家族 32 （ 20.5 ）
地域包括支援センター 108 （ 69.2 ）
民生委員 129 （ 82.7 ）
自分以外の福祉委員 71 （ 45.5 ）
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129福祉委員の認知症高齢者を発見した際の相談先　西村桜子
Consultation behavior of welfare committee members on suspecting 
dementia in the elderly
SAKURAKO NISHIMURA*，KEI SUGIYAMA**，
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【OBJECTIVES】The present study aims to clarify the consultation behavior of welfare committee 
members on suspecting dementia in the elderly.
【METHODS】A self-administered questionnaire survey was conducted among 166 welfare committee 
members in “A” city, and data from 163 members was analyzed. Cluster analysis and convoy model were 
employed to classify and schematize the consultants, respectively.
【RESULTS】Three clusters were extracted: (1) Community Comprehensive Support Center and local 
welfare commissioners, (2) the family of those suspected of dementia and welfare committee members, 
excluding oneself, and (3) 16 institutions.
【CONCLUSION】When welfare committee members suspect an elderly person of having dementia, 
they tend to consult the local welfare commissioners and the Community Comprehensive Support 
Center. In addition, they tend to consult more with the local welfare commissioners than the Community 
Comprehensive Support Center.
Keywords： welfare committee members，elderly with dementia，early medical examination，convoy 
model
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